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１序

日本の小学校における漢字の読み書き障がい（平均―1.5SD 以下）の発生率は 6.9%（Uno 
et al., 2009), 通常学級に在籍し知的障がいは無いものの「読む」または「書く」ことに

著しい困難を示すと担任から報告のある子どもの割合は 2.4％である（文部科学省,
2014）。しかし、「不注意」または「多動性―衝動性」を示す子どもは学級内でもトラブル

が目立つのに対し読み書き障がい児は概しておとなしいので、通常学級では担任により障

がいとはみなされず、単に漢字の書けない子どもとして特別支援が行き届かない場合も珍

しくない。

 学校で読み書きに困難があると子どもに種々の不利益が生じるので、できれば入学当初

からスクリーング検査により読み書き困難児を特定し、1 年生の読み書き学習の開始時か 
ら特別支援を行うことが望まれる。しかし、読み書き障がいのスクリーニング検査（宇野

ら,2017）は漢字などが読めることが前提となっているので、入学当初から実施するのは 
できない。また、現状では学習障がいは読み書き等の遅れが 1 学年または 2 学年以上ある 
ものと定められているので、読み書き困難と認められるのも 3 年生頃からが一般的である。 
3 年生ではすでに１、2 年生で 200 字近い漢字を習得していなければならないので、子ど 
もの学習の遅れが甚だしくなりやすい。子どもの負担を軽減するためにも、自尊感情の低

下を防ぐためにも、早期からの特別な教育支援を開始することが望まれる。

 読み書き困難児の早期発見のためには、認知的障がい特性を特定するスクリーニング検

査の開発が必要不可欠である。特に日本語の場合は視覚認知性の障がいがあると漢字の読

み書き障がいを招来しやすい。視覚性の原因により読み書き困難となる子どもの視覚認知

検査結果（後藤ほか, 2010）についての分析から、脆弱性のある視覚認知機能に階層構造 
が見られたため（田中・中川, 2020）、表-１に示す簡約版アセスメントバッテリーを組む 
ことが漢字読み書き困難に関わる視覚認知機能の重篤度を査定し、それに応じた支援法を

考える上で有効であろう。

表１ 簡約版視覚認知要因アセスメント構成表 

障害群 視覚認知機能 検査名

第１群 視覚記憶

線分の傾き判断

ROCFT（レイの複雑図形 直後再生）

線分の傾き判断検査（JLO） 
第 2 群 形態知覚

位置の知覚

線画同定課題（TVPS-4 下位検査） 
位置弁別課題（VOSPT） 

第 3 群 長短の知覚

視覚認知

長短の知覚（BORB 下位検査） 
視覚閉合（TVPS-4 下位検査） 

第 4 群 コントラスト感度 機能性コントラスト感度検査（FACT） 
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先行研究によると（後藤ほか, 2010）、1 群（表-１）の視覚記憶と線分の傾き判断 
（Judgement of Line Orientation）の弱さが全ての視覚性読み書き困難児に見られたこ 

とが大きな特徴である。漢字読み書き障がいの子どもに漢字テストの無反応や傾いた漢字 
が多いこと（粟屋ほか, 2000 など）の原因と考えられよう。したがって、スクリーニン 
グ検査としては、線分の傾き判断検査のほか、就学時から検査可能な視覚記憶検査が必要 
である。 
 視覚記憶の神経心理学検査としては、従来レイの複雑図形（ROCFT、Rey, 1942）が用 
いられてきた（図―1 参照）。しかし、この検査は本来成人用として開発されたうえ、小 
 

        
        図-1 Rey の複雑図形（Rey, 1942） 
 
 
学校低学年では健常児でも誤りが多いことなどから（服部ほか, 2000：田中, 2019）、 
就学当初から読み書き困難児と健常児を判別できるかどうかは定かでない。また、障がい 
児は模写にも 30 分以上要する場合もある。子どもの負担も軽く、10~20 分程度で実施可 
能なスクリーニング検査が適切であると考えられる。 

そこで、本論では小学校入学当初の 6 歳児から中学生にかけて実施可能な児童生徒用視 
覚記憶問題系列の構成を、既存の諸検査や先行研究を基に検討することを目的とする。 
 
 
2.就学時から実施可能な視覚記憶スクリーンイング検査の構成 
 小学校入学当初から実施可能な視覚記憶スクリーニング検査としては、健常児には通常 
可能で障害があると得点が低くなる難易度の異なる視覚記憶図版を複数用意して予備調査 
を実施すし、取捨選択により検査として精緻化することが必要である。  
 現在最も一般的な個人用知能検査の 1 つである田中ビネー知能検査 V（田中教育研究 

令和元年度 女子栄養大学 教職課程センター年報 Vol.4(2019)

112



所、2003）では、 第 45 問（5 歳）に正三角形 
模写が（採点基準 3 回中 1 回以上正答）、第 51 問 
（6 歳）ひし形模写（正答規準：一辺の長さが原型 
の 2 分の 1 から 2 倍（2～8cm）であること。2 本 
の対角線は直角に交わる。対角線の交点でそれぞ 
れ二分されている（1：1.4 まで認める）が採用さ 
れている。第 70 問（9 歳）図形の記憶（図-２参 
照（正答規準：各図形を 5 秒提示後 1 分以内に各    図-2 田中ビネー知能検査 V 
図形が正しく書かれた場合を正答とする。①は内    図形の記憶（9 歳） 図版 
側の正方形 abcd が外側の正方形 ABCD に内接す 
るように正しく描かれている場合。ただし、4 つ 
の頂点 abcd の内 1 点が ABCD に内接していなくても全体的形を重視して許容する。②は 
同一方向に並んだ高低のある 2 本の旗が、（１）底部で連結されており、（２）左側の旗が 
右側より低く、旗の柄が右側に付いている場合を正答とする。）が用いられているので、ひ 
し形の直後再生と 9 歳用の図形の記憶を問題として用いることが一案として考えられる。 
 「日本版フロスティッグ視知覚発達検査」（1977）は、視覚記憶テストが無いことと 
DTVP 第 3 版が米国で標準化され（Hammill, Pearson and Voress, 2013）初版は旧くな 
っていることから、今回は選択の対象から外した。                 
 
 

 
図ー３ 読み書き障害児の小学校 3，4 年生時における模写と再生 

（米田・渡邉, 2019,ｐ.42） 
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ベントン視覚記銘検査（ベントン, 2010）は日本では 5 歳からの標準的データがとら 
れているが、図版としては田中ビネー知能検査 V の図版を基にすることで基本形も多様性 
も確保できることから、今回は図版候補から除外する。 
 仮名文字の識別も不十分な小学校 3 年生の LD、ASD の診断を受けている男児へのア 
セスメント結果（米田・渡邉. 2019）によると、対角線のあるひし形や正方形は 3 年時 
は模写のみ可能で再生は不能であったし、4 年生時の再生も長短の記憶や直角の記憶など 
が不正確になる様子がうかがえる（図-3 参照）。したがって、田中ビネー知能検査 V のひ 
し形だけでなく、正三角形の頂点から底辺に垂線を下した形もスクリーニング検査の図版 
候補とすることが考えられる。図-3 の結果ではさらに 4 年生でも 2 本の斜線が直角に交わ 
る図形の再生がすべて不正確になっていることが注目される。したがって、ひし形の再生 
と対角線のある正方形の再生がスクリーニング検査図版の候補として適当であろう。 
 同じ児童のスティックテスト（Goodglass and Miller, 1983）の 3 年時、4 年時の結果 
の比較から（図-４）、4 年生になると 3 年生よりは角度の再生が正確になっているものの、 
図 4 の最下段の図のように直角に交わる 2 つの線分にさらにそれぞれに直角に交わる線分 
を含む図形の構成は不正確のままである。線分の直交を捉え再生することが困難であるこ 
とが明らかである。よってこの図形もスクリーニング検査の図版候補として採用する。 
 

 

図―４ 読み書き障がい児の小学 3，4 年生時のスティックテスト 
結果 （米田・渡邉, 2019, p.41） 
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 ウェクスラー記憶検査法（Wechsler, 2001）  
からは、視覚再生カード A（図-5 参照）が適 
当と考えられるが、16 歳以上を対象として 
いることと、田中ビネー知能検査 V の 9 歳 
用図版②（図-２、②）等と類似しているこ 
とから、候補にする必要は無いと考えられる。 
中学生用としては Rey の複雑図形も採用可能 
である。 
 したがって、既存のテスト図版等を基に、 
就学時から実施可能な視覚記憶スクリーニ   図-5 ウェクスラー記憶検査 
ング検査（再生課題）図版候補としては、      視覚再生カード A 
A 正三角形の頂点から底辺に垂線を下した形 ひし形正方形 
C ２本の対角線を含む正方形 
D 1 つの正方形が内接する正方形（田中ビネー知能検査 V 第 70 問（9 歳）図形再生①） 
E 柄の長さの異なる 2 本の正方形の小旗の下端を水平線で結んだ形（田中ビネー知能検 

査 V 第 70 問（9 歳）図形再生②） 
F スティックテスト（Goodglass and Kaplan, 1983）b の 6 
の 6 点が考えられる。 

今後これらを通常学級に在籍する小学生に実施し、漢字の読み書きの成績との関連を精

査することにより、妥当性を検討することが課題である。 
 
 
3 視覚記憶スクリーニング検査と他のアセスメントとの関係 
 漢字は世界で現在用いられている諸文字の中でも最も視覚性の複雑度が高く、音素文字 
との相違が大きい（Cao, 2018：Chang, Chen,and Perfetti, 2018: Chang and Perfetti,  
2018 ほか）。欧米で用いられている音素文字の読み書き障がいでは音韻障がいが大きく取 
り上げられ（Castle and Coltheart, 1993）、視覚性の障がいはあるとしても大細胞説が唱 
えられ（Chica, et al., 2015：Gori et al., 2016：Skottun, 2005, 2015: Stein, 2001 ,2019）、 
コヒーレント運動知覚の閾値の低さが指摘されたり（Boets et al., 2011：Chouke, et al.,  
2012:Cornelissen.et al., 1995）、訓練により改善が報告される（Erbrahimi, et al., 2019） 
など、限られた視覚性障がいが取り上げられてきた。 
 これに対して視覚性複雑度が高い漢字の読み書きには音素文字とは異なる視覚記憶・視 
覚認知が必要となり、これらに脆弱性があると読み書き困難になる（後藤ほか、2010）。 
この中でも視覚記憶の障がいが最も広範にみられるので、視覚記憶スクリーニング検査を 
構成した。これにより視覚記憶の弱さが判明した場合は表-1 に示す 2 群、3 群の障害を併 
せもたないか精査し、障がいの程度により支援内容を検討する。 
 視覚記憶の障がいが認められなかった場合は、音韻障がいと RAN の障がいの有無を検 
査する。音韻障がいがあれば、DSM-V（American Psychiatric Association, 2013）に示 
唆されているように幼児期から話し言葉の発達に特徴がみられるため、生育歴を聴取する 
こと有効であると感がられるし、子音音節のカテゴリー知覚不全などが観察されると推定 
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される。RAN の検査は読み書き障がい検査（宇野ほか、2017）によることができよう。 

４ 結び 

 日本語は欧米の言語とは異なる書字体系を有するため、読み書き障がいの原因も欧米の

言語とは異なる側面があると考えられる。とりわけ漢字の読み書き困難には視覚記憶の弱

さによると考えられるケースが広範にみられるので、小学校就学当初からの支援が可能に

なるよう 6 歳児から実施可能な視覚記憶のスクリーニング検査を構成した。これにより早 
期からの効果的な特別支援が可能になれば、読み書き困難の症状の軽症化に資すると考え

られる。
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